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た知識的な側面をさし，後者は認知過程の自覚，制御，統制といった活動的側面をさす。   
その後のメタ認知研究では，メタ認知的知識とメタ認知的活動に加えて，「方略的な行動」を  
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略を使用していることを確かめる必要がある。   
この点をふまえて，本論でも非自覚的な方略的行動はメタ認知には含まないという立場をと  
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2．2．自己制御的な読解   
理解のモニタリングを伴う文章理解過程のモデルとして，Hacker（1998）は自己制御的理解  










評価基準に基づいて判断される。このように認知レベルで行われてい る作業を，メタ認知レべ  
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ラシー の獲得に影響を与えていると言える。しかし，一般的に小学生がどのようなメタ認知的  
知識を持っていて，それをどう利用するのか，学年の変化によってメタ認知的知識がどう変化する  
のかについて，詳しい ことはわかっておらず，これまでの教授研究でなされたような特別なトレー  
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ニソグには参加していない子どもたちが，日常生活や学校でどのように知識を獲得しているの  
～  
かは不明である。   
その一方で，児童期のメタ認知的知識の発達に関して，示唆的な研究ほいくつかある。以下  
に読解方略についての児童の知識に関する研究を概観する。  























に辞書をひくと答えたのほ6年生のみであった。   
この結果から，2年生でも文章理解についてそれなりの知識を持っている部分もあるが不十  
分であること，児童期を通じて読解方略や読解目的についての知識（自己制御的な読みを可能  
にするような知識）が獲得されるということがわかった。   
Myers＆Paris（1978）は，その後の読解とメタ認知研究の展開のために有用な資料を提供  
しているが，児童期における文章理解についてのメタ認知的知識を検討する上では，彼らの研  
究には次のような不十分な点がある。   
1つ目は，小学校中学年のデータがないということである。2年生と6年生では日常的に経  
験する読解作業の質がかなり異なっている。そもそも2年生でほ，方略を使用しながら読む必  
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中学年の児童がどのような発達変化を示すのかについても調査を行わなくてはならないだろう。   
2つ目の問題については，科学概念の教授や学習の研究から，科学的な説明文の読解につい  
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飛ばし読みについて  読みやすい単語を読む  





















がまとめたものを，筆者が更に修正したものである。もとの論文にあ った表では科学的な文章  
理解について，科学的文章の特徴，科学的な読みに用いる方略についての3項目に分類された  
上で，それぞれについて宣言的知識，手続き的知識，条件的知識江1あたる知識内容が記入され  
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ていた。しかし，Carig＆Yore（1995）のままでは内容に重複が多く，また彼らの行っている  
知識内容の分類もかなり曖昧なものが多いため，そのまま本論に引用するのは不適切であると  
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Table2ノJ、学校4年生から中学校2年生の科学的な読み，科学的なテキスト 科学的な読みの  
方略についてのメタ認知的知識  （Craig＆Yore（1995）のFigure3を修正）  
Ⅰ．科学的な文章を読む目的   
a．科学的な文章を読む目的は，情報を発見したり何かを新しく学ぶためである。   
b．科学的な文章を読む目的は，より多くのことを学び，多くの情報を集め，記憶し，理解す  
るためである。  
Ⅱ．科学的な文章とは…文章内容の正確さ，真実性について   
a．科学的な文章に書いてあることほ誰かのほかの人の考えである。   
b．文章が理解できないのは，おそらく単語やトピック，文章の説明の仕方が難しいためである。   
c．読者の考え方と科学的な文章の内容が一致しないとき，間違っているのは読者の方である。  
Ⅲ．科学的な文章の特徴   
a．科学的な文章ほ何らかの構造を持っている．   
b．図や表がついている。図や表は文章の理解を助ける。  
Ⅳ．科学的な文章を読む際の方略   
a．一般的な方略   
①ゆっくりと読む。   
②繰り返して読む。   
（診メモをとる。   
④自己質問をしながら，理解をチェックする。   
b．効率的に読むためのコツ   
①文章を読み始める前に，図・見出し・強調語（太字で書いてある部分）などに目を通し  
ておく。   
②図表，見出し，タイトルを中心に，要旨を把握する。   
③大事な情報（要点）を見つけるようにする。   
④視覚イメージを思い浮かべる。   
⑤何のために読んでいるのか，目的を知る。   
⑥記憶をするためには，要点情報についてのリストを作る。   
⑦読解後には要約を作るといい。要約とほ，読んだ文章の重要な部分を書き出したり，短  
縮することである。   
c．わからなくなったら…   
①わからない単語や文があれば，誰かにたずねる。   
②わからない単語や文があれば，図をよく見る。   
③わからない単語や文があれば，音読してみる。   
④わからない単語や文があれば，文章の先のはうを読んでみる。   
⑤わからない単語があれば，その前後の文脈をよく読む。  
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